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第 4回 茨城社会福祉協議会職員連絡協議会の 

これからを考える委員会 会議録 

 

日 時  令和元年 7月 25日（木）午後１時 30分から午後 4時 00分まで 

場 所  茨城県総合福祉会館 2階 ボランティア会議室 

出席者  9名 

     ・県北支部 菅野 秀行（支部長：日立市） 

      佐藤 和宏（代議員：高萩市） 

・那珂支部 浅野 健一（職連協会長・支部長・理事：那珂市） 

・中央支部 菊池 みか（支部長・理事：水戸市） 

・鹿行支部 遠峯  茂（支部長：鹿嶋市） 

野口 桂子（代議員：行方市） 

・県西支部 柴田  優（支部長：常総市） 

・事務局  中村 英一（県社協福祉のまちづくり推進部部長） 

 篠原  嘉（県社協福祉のまちづくり推進部推進員） 

    

欠席者  6名 

     ・那珂支部 大宮 武富（代議員：ひたちなか市） 

・中央支部 大平 徳子（理事：大洗町） 

・県南支部 岡崎 博之（職連協副会長・理事：石岡市） 

中村 真聡（代議員：かすみがうら市） 

・県西支部 仁平 直美（代議員：筑西市） 

・稲北支部 清水 昌樹（支部長・理事：牛久市） 

 

１．開 会  事務局 篠原推進員 

 

２．挨 拶  柴田委員長 

 

３．議事録作成者決定  県北支部 佐藤 和宏（高萩市） 

 

４．協議事項 

（１）「茨城職連協 アンケート」集計結果について 

柴田委員長と浅野会長から、アンケートの集計結果について報告があった。 

5月 27日の事務局長会でアンケートについて説明し、5月 28日にアンケートを市町村に依頼。 

アンケートは、令和元年現在の社協職員 1,150 人中、回答数 538 人（回答率 47％）、回答なしは 7

市町あった。職連協の会員がいない社協からも回答をいただき、未加入者のアンケートも反映され

ている。 

アンケートの職連協の方向性の検討に関する調査では、設問（10）あなたの考える職連協の最も

重要な役割として、会員の資質向上・会員相互の親睦に関すること、が重要と約 6 割の方が感じて

いる。設問（15）職連協のあるべき姿などに対する自由記述では、114人が回答し、情報共有及び職

員間のネットワークについての意見が多かった。 
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集計結果の報告後、柴田会長からアンケートについて、各委員から感想や意見を求めたところ、

次の意見があった。 

・職連協の目的は、会員の資質向上や情報共有の意見が多かった。 

・研修しながらも交流できるような内容にすれば、満足を得られるのではないか。 

・事務局長の理解が得られない、会場が遠い、参加しやすい環境にないなど辛辣な意見があった。 

・事務局長の半分以上は行政の OBや現職。職連協は仕事として参加するのか、そうでないのかわか

らない。事務費や事業費から会費（レクリエーションや交流など）を拠出することに疑問。 

・未加入者の意見として、社協からお金の部分で拠出できなくなり、参加できなくて残念という意

見もあった。 

・社協と合併した旧事業団の職員は、職連協についてほとんどが知らない。 

・介護職の職員は、職連協とは別に施設職員の会があり、そこで研修や交流等をしている。 

・若い時に役員をやってもらった方が、職員間のネットワークができるのでは。 

・バッサリと何か変えないといけない。会費を無料にするとか、入りたい人だけ入る任意会員とか。 

・職連協は何をやっているかわからないなどの意見が多く、地道な説明が必要である。 

・県社協と職連協の研修は何が違うのか。県社協は研修、職連協はレクリエーションや交流会等を

担うように、分けてはどうか。 

・一度解散して自主的な社協職員で研修部会を設置してはどうか。 

・合併した社協は職員が多く、事業が分業化されている。社協・職員間のネットワークが弱い。 

 

○アンケートから 

・おおむね肯定的な意見が多い。 

・職員間のネットワークづくりが重要。 

・年齢、経験の長い職員ほど満足度が高い。 

・レクリエーションに特化させるのもあり。 

 

○否定的意見・現状 

・職連協として連帯を進める時代ではない。 

・会費をとってまで行う必要があるのか。 

・交流会に公費を使うことに対して疑問あり。 

・やめる、もしくは「参加したい人だけ参加」。 

・職員数の増  分業化   人間関係 

             専門職のネットワークへの参加 

○現状から考える課題 

・現状を維持すると衰退する。 

・今やっている事を全て継続させるのは難しい。 

・職員の会として何をどう目指すのか？ 

○アイデアや提案 

・話し合いたい人だけが集まって進める。 

・職連協に部会（総務、包括、子ども・・・）を設

けるのはどうか。 

 

 

●報告書骨子（案） 

①委員会の目的と設置の背景 

②現状と課題（アンケート結果） 

③課題に対する提案 

④H21提案で引き継ぐ項目 

 

次回は、報告書骨子の中項目の内容を協議し、作業役割分担を決める。 

報告書作成に向けては、アンケートデータから見た事実・考えられること（課題）を纏めていけ

るよう、次回の委員会までに各委員で検証することとなった。 
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（２）その他 

その他の課題について、浅野会長から説明。 

①支部運営マニュアルについて 

市町村社協に支部運営マニュアルが配布されているかわからない。マニュアルに沿った対応を

していない支部があることから、今後、どのように対応していけばよいか。 

②支部総会の時期について 

各支部の総会が終わらないと支部運営委員の報告がされない。総会の時期を前倒して開催でき

ないか、各支部で検討してほしい。 

③理事代議員定数について 

  理事２名のうち１名は支部長となっているが、現状、支部長が理事になっていない支部がある。 

  職連協を協議運営していくための理事会にはすべての支部長が加わっている必要があると思う。 

   

  

※次回理事会は、８月２２日木曜日１３時３０分から開催。 

 

５．閉 会 柴田委員長 

 

 

 
社会福祉

法  人 高萩市社会福祉協議会 

議事録作成者 佐藤 和宏 


